
金
融
界
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
た
肥
後
銀
行
と
鹿
児
島
銀

行
の
経
営
統
合
。
共
同
持
ち
株
会
社
で

あ
る
九
州
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ

は
、
２
０
１
５
年
１０
月
１
日
に
発
足

し
、
第
１
次
中
期
経
営
計
画
を
公
表
。

地
域
と
と
も
に
地
方
創
生
を
実
現
す
る

た
め
、
両
行
の
地
元
を
中
心
に
、
南
九

州
に
お
い
て
磐
石
な
経
営
基
盤
を
確
立

す
る
と
と
も
に
、
広
域
化
し
た
新
た
な

地
域
密
着
型
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築

に
乗
り
出
し
た
。

前
号
で
は
、
上
村
基
宏
・
九
州
フ
ィ

ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
代
表
取
締
役
社

長
（
鹿
児
島
銀
行
頭
取
）
に
経
営
統
合

の
目
的
や
新
金
融
グ
ル
ー
プ
の
重
点
戦

略
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

本
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
甲
斐
�

博
・
代
表
取
締
役
会
長
（
肥
後
銀
行
頭

取
）
に
統
合
に
至
っ
た
背
景
や
経
営
判

断
、
協
働
ス
テ
ー
ジ
で
の
営
業
戦
略
、

肥
後
銀
行
の
営
業
展
開
の
ポ
イ
ン
ト
な

ど
に
つ
い
て
話
を
伺
う
こ
と
と
す
る
。

●

―
―
２
０
１
５
年
１０
月
１
日
に
九
州
フ

ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
が
発
足
し
て

数
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
い
ま
の
ご

心
境
と
と
も
に
、
改
め
て
経
営
統
合
に

至
っ
た
背
景
・
経
営
判
断
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
か
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

甲
斐

お
陰
様
で
順
調
に
ス
タ
ー
ト
し

て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら

で
す
。
気
を
緩
め
ず
に
、
し
っ
か
り
と

グ
ル
ー
プ
の
目
指
す
姿
「
お
客
様
に
と

っ
て
九
州
ト
ッ
プ
の
総
合
金
融
グ
ル
ー

プ
」
の
実
現
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

私
ど
も
の
経
営
統
合
は
、
い
わ
ゆ
る

救
済
型
で
は
な
く
、
将
来
を
見
据
え
た

先
行
投
資
型
の
も
の
で
す
。
１０
年
後
を

考
え
ま
す
と
、
今
と
は
大
き
く
経
営
環

境
が
変
わ
る
中
で
、
地
元
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
深
堀
り
と
対
外
的
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

開
拓
と
い
う
二
つ
の
方
向
性
を
実
現
し

て
い
く
に
は
、
単
独
で
は
ス
ケ
ー
ル
が

足
り
な
い
と
い
う
議
論
を
ず
っ
と
し
て

き
ま
し
た
。

２
０
４
０
年
の
南
九
州
の
姿
を
見
ま

す
と
、
少
子
化
・
高
齢
化
、
そ
し
て
人

口
減
少
が
極
め
て
顕
著
で
す
。
現
在
、

熊
本
県
の
総
人
口
は
約
１
８
０
万
人
で

す
が
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
に
よ
る
と
、
２
０
４
０
年
に
は
約

２
割
・
３３
万
人
減
少
し
ま
す
。
こ
の

間
、
幼
少
人
口
お
よ
び
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
と
老
年
人
口
の
増
加
で
、
老
年

人
口
割
合
は
３６
・
４
％
と
三
人
に
一
人

が
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
る
見
込
み

で
す
。

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
も
東
京
・
大
阪
な

ど
大
都
市
圏
で
は
次
々
と
生
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
地
方
は
そ
う
い
う
状
況
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
情
報
化
社
会
が

急
速
に
進
む
中
、
Ｉ
Ｔ
企
業
は
イ
ン
フ

ラ
の
充
実
度
や
連
携
の
容
易
性
な
ど
か

ら
集
積
の
メ
リ
ッ
ト
を
追
求
し
ま
す
の

で
、
新
た
な
事
業
者
は
都
市
部
を
中
心

に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
う
し
た
状
況
を
考
え
合
わ
せ
た
場

合
、
行
動
範
囲
の
広
域
化
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
鹿
児
島
銀
行
と
協

働
で
取
り
組
ん
だ
ほ
う
が
経
営
効
率
は

上
が
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
は
経
営
環
境
が
大
き
く
変
化

す
る
１０
年
後
で
は
遅
す
ぎ
ま
す
。
両
行

と
も
健
全
な
経
営
状
況
に
あ
る
今
で
あ

れ
ば
、
前
向
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
可
能

で
す
。
そ
こ
で
、
県
の
枠
組
み
を
越
え

て
、
協
働
で
地
域
の
課
題
の
解
決
に
取

り
組
み
、
地
方
創
生
を
実
現
し
て
い
こ

う
と
考
え
鹿
児
島
銀
行
と
の
経
営
統
合

を
決
断
し
た
わ
け
で
す
。

協
働
ス
テ
ー
ジ
で
は

証
券
子
会
社
の
立
上
げ
も
視
野

―
―
経
営
統
合
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

鹿
児
島
銀
行
を
選
ん
だ
理
由
は
何
で
す

か
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
メ
リ
ッ
ト
を

感
じ
た
の
で
す
か
。

甲
斐

地
方
銀
行
と
し
て
ス
ケ
ー
ル
が

同
規
模
と
い
う
こ
と
や
、
地
続
き
の
効

率
性
と
い
う
マ
ー
ケ
ッ
ト
面
で
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
農
業
、
観
光

産
業
な
ど
産
業
構
造
の
発
展
可
能
性
が

共
通
し
て
い
る
と
い
う
点
も
大
き
い
で

す
ね
。
そ
れ
と
、
県
民
気
質
の
違
い
も

地
方
創
生
に
貢
献
し
て
い
く
た
め

経
営
統
合
の
効
果
を
最
大
限
発
揮

お
客
様
起
点
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
営
業
態
勢
を
再
構
築

協働ステージにおける
営業展開のポイント

甲
斐
�
博
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２０１６・１月１５日号

九
州
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
会
長

肥
後
銀
行
頭
取
に
聞
く
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
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